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県立学校校長が考える
公立学校受検について

＋小川高校PR

埼玉県立小川高等学校
校長 黒澤拓也

学校選びについて
①学校種による選び方

普通科・外国語学科・国際教養学科・
専門学科・総合学科etc

②課程による選び方
全日制・定時制・通信制

③希望進路実現を踏まえた選び方
進学？就職？

④特徴ある教育活動による選び方
部活動？学校行事？

⑤通学距離・時間を考慮した選び方

公立高校の良さとは
→様々なニーズに合った学校を探せること

受検情報を確認しよう①

①各高校の学校説明会に行ってみよう
交通アクセス・雰囲気（生徒・先生・部活・

施設）etc
※行くことによってわかる情報は非常に多い。
②データを探してみよう

埼玉県教育委員会のホームページを見てみよ
う

受検候補校が決まったら
→受検情報（選抜基準・過去問）を確認してみよう

受検情報を確認しよう②

選抜基準とは、
①選抜方針（どのような生徒を入学させたいか）
②選抜資料（学力検査や調査書など、選抜でどの資料を
どのように評価するか）
③一般募集（合格者をどのような基準で合格させるか）
④調査書の扱いの詳細（部活動や英検・漢検など、どの
ような項目に配点しているか）

各高校の入試の根本を示した重要文書
→これを読み解こう！！

「選抜基準」って何だろう？
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受検情報を確認しよう③

埼玉県教育委員会ホームページ

受検情報を確認しよう④

埼玉県教育委員会ホームページ

受検情報を確認しよう⑤

埼玉県教育委員会ホームページ

受検情報を確認しよう⑥
埼玉県教育委員会ホームページ
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受検情報を確認しよう⑦
埼玉県教育委員会ホームページ

受検情報を確認しよう⑧

埼玉県教育委員会ホームページ

過去問を確認しよう①

埼玉県教育委員会ホームページ

過去問を確認しよう②

埼玉県教育委員会ホームページ

9 10

11 12



2025/7/11

4

過去問を確認しよう③

埼玉県教育委員会ホームページ

過去問を確認しよう④
埼玉県教育委員会ホームページ

過去問を確認しよう⑤
埼玉県教育委員会ホームページ

過去問を確認しよう⑥

埼玉県教育委員会ホームページ

13 14

15 16



2025/7/11

5

選抜基準について
基本方針
①学力検査と調査書に大きな差を設けずに選抜

することとする
②生徒会活動や部活動に積極的に取り組んだ者

の選抜に配慮する
③面接を実施して、受検生の意欲・態度を積極

的に評価する

募集人員 １クラス ４クラス

普通科２００人（進選＋普通）

学校選択問題は実施しません

選抜資料（小川高校）

①学力検査 １００点×５教科 ＝ ５００点

１年 ２年 ３年
②調査書 学習の記録（１：１：２）１８０点

特別活動 １０点
その他 ６０点

合計 ２５０点

③面接 ２００点

選抜資料（小川高校）

一次選抜（募集人数の８０％の選抜）

学力検査 ＋ 調査書 ＋ 面接
５００点 ５００点 ２００点＝ １２００点
（ １ 対 １ ）

二次選抜（募集人数の２０％の選抜）

学力検査 ＋ 調査書 ＋ 面接
５００点 ６００点 ２００点＝ １３００点

（ １ 対 1.2 ）

２５０×２＝５００

２５０×２．４＝６００

まとめ
①公立高校はバラエティーに富んだ学校種があります。
（※きっと自分にあった学校が見つかるよ）
②受験候補校が見つかったら、各校の選抜基準を確認。
（※各高校の受検の特徴がよくわかるよ）
③過去問を見てみよう
（※各教科の問題の難易度、問題構成の特徴がよくわか
るよ）

どの高校も、中学校時代にしっかりと学校の教育活動
に取り組んでいる生徒を高く評価しています。

今後の学校生活での皆さんの頑張りを期待し、応援し
ています！！！
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最後に、小川高校についてです

小川高校は令和7年度で９７年目！

来年度入学する皆さんが
高校3年生になる令和10年度は

何と１００周年の年！

皆さんが１００年の歴史の主役、証言者です

小川高校について

小川高校の特徴は
①国際交流がすごい

インド・姉妹校への短期派遣
アメリカ・オハイオ州ブラフトン高校との交流
オーストラリア・マッコーリー大学大学院
ドバイMS高校との交流
インド・パンジャブ州ヤダビンドラ公立学校との交流

※外国語学科・国際教養学科の高校に負けない、県内最
高峰の国際交流実績！！！
※文科省DXハイスクール重点類型グローバル型指定校
 全国で１１校の指定校の１校です

小川高校について

小川高校の特徴は
②地域連携型探究学習「おがわ学」がすごい

地元小川町をフィールドに課題発見・課題解決を図る

中山間地で少子高齢化が進行する小川町は、日本社
会の縮図である。
→ここで課題解決が出来れば、日本中・世界での課題解
決に通じる。「地域を窓に世界を見る」

おがわ学を通じた大学・専門機関との連携を含め、
新たな学びに挑戦しています。

小川高校は、
挑戦する生徒、一歩踏み出す生徒

を全力で応援します！

詳しくは小川高校へ足を運んでく
ださい！

学校説明会・個別相談会については
本校ホームページでお知らせします！
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小川高校へ足を運んでください！

学校説明会・個別相談会は
本校ホームページでお知らせします！

●第１回 ７月２６日（土） 全体説明会
●第２回 ８月２３日（土） 全体説明会
●第３回 ９月 ６日（土） 個別説明会
●第４回 １０月１１日（土） 個別説明会
●第５回 １１月２２日（土） 個別説明会
●第６回 １２月１３日（土） 個別説明会
●第７回 １月１０日（土） 個別説明会
●第８回 １月３１日（土） 個別説明会 100周年へ 想い・引継ぎ・繋ぐ

本校HP校長ブログ 応援ソングYouTube版 本校インスタ

ぜひ小川高校でお待ちしています！
ご清聴ありがとうございました！

生徒や学校の様子は
本校ホームページ・インスタグラムで発信中
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